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研究成果集作成にあたって 

 

 

 日頃より、福島県農業総合センターの業務の推進に御理解と御協力をいただき、

心より感謝を申し上げます。 

 さて、東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故から、 12 年が経

過いたしました。農業総合センターでは、事故後、カリ増肥による放射性物質の

吸収抑制技術の開発を始めとする放射性物質の除去・低減技術や、避難地域等に

おける営農再開に向けた栽培実証研究、除染後農地の地力回復技術の開発等に取

り組み、本県農業の復興・再生を支えてまいりました。  

 また、農業生産の現場においては、担い手の減少と高齢化が進むとともに、産

地間競争が激化するなど、大きな変革期を迎えていることから、農産物の生産性

や品質向上のための技術開発を始め、スマート農業技術の研究等に取り組んでい

ます。 

 さらに、消費者ニーズの多様化などに伴い、特徴ある農産物が求められている

ことから、オリジナル品種の開発に取り組んでおり、米や野菜、果樹などで有望

な系統を育成しているところです。  

 本年度の農業総合センターの研究成果としては、普及に移しうる成果４課題、

参考となる成果３８課題、放射線関連支援技術情報９課題、営農再開実証技術情

報２０課題、合わせて７１課題を公表いたしました。  

 これらの情報を広く知っていただくため、令和５年３月２日から１４日にかけ

て、県内５会場において、福島県農業総合センター令和４年度研究成果発表会を

開催して、研究成果を説明させていただきました。なお、本年度は、昨年度に引

き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、会場とオンラインのハイ

ブリッド開催とし、会場にお越しになられない方にも広く成果をお伝えする方法

として取り組んだところです。  

 農業総合センターの研究成果については、生産現場を含め広く御活用いただき

たいと考えており、このたび成果発表で御説明した成果を含め、今年度公表する

全ての研究成果を掲載した成果集を作成いたしましたので、御活用いただければ

幸いです。また、本成果集のより詳しい成果情報を当センターのホームページ上

で御覧いただくことが可能です。  

 今後も、農業総合センターは、本県農業振興の拠点として、新しい技術や県オ

リジナル品種の開発、生産現場の課題解決のための研究に取り組んでまいります

ので、引き続き御協力をいただきますようお願い申し上げます。  

 

 

令和５年３月 

 

福島県農業総合センター 

                   所長  和田山 安信 

 



 

※一部、令和３年度成果を含みます。 

（稲作）宇宙（衛星）から届く情報が米作りを支援します 1 

（野菜）アスパラガスに含まれる機能性成分の加熱・一次加工後の含有量の変化 2 

（果樹）ナシ黒星病の秋期防除適期は 10 月上旬～11 月上旬頃であり「幸水」 

収穫後の防除を削減できる 

3 

（果樹）カブリダニ類に影響の小さい防除体系を導入することでハダニ類の密度 

を抑制できる 

4 

 

（稲作）秋耕と中干し延長の組み合わせによって水田から発生するメタンガスを 

半減できる 
5 

（稲作）県内水田の土壌炭素含有量の４年間の増減は 10t/ha 以内であった 6 

（稲作）水稲無コーティング種子湛水直播栽培 7 

（稲作）高密度播種苗栽培では側条施肥によって初期生育を確保できる 8 

（稲作）「福笑い」における刈取適期判定のための籾水分率の推定 9 

（稲作）雑草イネ防除には早期の水稲除草剤処理が効果的です 10 

（野菜）夏秋トマト栽培終了後の低温期でも土壌くん蒸消毒ができます 11 

（野菜）トマトかいよう病菌は残さや汚染資材から伝染します 12 

（野菜）イチゴ「ゆうやけベリー」への輸送を想定した振動による影響 13 

（野菜）キャベツは雪室貯蔵２週間でγ-アミノ酪酸（ＧＡＢＡ）が増加し、貯蔵 

    ８週間後まで維持される傾向がある 
14 

（野菜）「福島ＳＴ１４号（ゆうやけベリー）」の炭疽病抵抗性は「とちおとめ」よ 

    り強い、中～弱である 
15 

（野菜）アスパラガス「ふくきたる」を用いた定植年に収量 30kg/ａを得られる栽 

培体系 
16 

（野菜）タマネギ秋まき直播栽培におけるペンディメタリン乳剤を用いた雑草防除 

    体系 
17 

（野菜）オタネニンジン栽培での電動小型除草機による除草作業の省力化 18 

（野菜）水稲育苗ハウスの未利用期間を有効活用した簡易養液栽培システムによる 

    パプリカ栽培 
19 

（花き）県オリジナルカラーの３月に順化された培養苗はポリポット鉢上げと定植 

    の組合せにより球根肥大を促進できる 
20 

（果樹）果実カラーチャート判定値 6.0 以上の蜂屋柿を収穫し加工すると特秀の 

あんぽ柿製造につながる 
21 

（果樹）ＣＩ値はナシのシャリ感を評価する目安となる 22 

（果樹）ジョイントＶ字樹形によるナシ「王秋」の早期成園化 23 



（果樹）ジョイントＶ字樹形によるナシ「甘太」の早期成園化 24 

（果樹）モモせん孔細菌病の病斑拡大程度が小さい育種実生個体を選抜しました 25 

（果樹）県オリジナルモモ品種「はつひめ」の台木の違いによる若木（５年生）の 

    生育 
26 

（果樹）ひょう害を受けたリンゴ果実の収穫時の傷の形状 27 

（果樹）摘花剤、摘果剤を利用するとリンゴ「ふじ」の摘果作業を省力化できます 28 

（果樹）防霜対策の燃焼法では、ロックウールを芯材とすることで燃焼時間を長く 

    することができる 
29 

（果樹）モモせん孔細菌病の罹病落葉は感染拡大に影響しない 30 

（果樹）モモせん孔細菌病の春型枝病斑からは長期間にわたって病原細菌が漏出 

する 
31 

（果樹）アセタミプリド水溶剤及びスピネトラム水和剤はモモハモグリガの被害 

抑制に有効である 
32 

（果樹）梅雨期にナシ黒星病の果実感染を防ぐ効果が高い薬剤 33 

（果樹）マンゼブ水和剤（商品名：ペンコゼブ水和剤）はモモせん孔細菌病の防除 

    に有効である 
34 

（畜産）福島県独自に肉用牛のゲノミック評価ができる 35 

（畜産）市販滅菌綿棒で採取した鼻腔内試料でも肉用牛ゲノミック評価が可能 36 

（共通）複合柵を支柱で補強することにより最深積雪 200cm でも倒伏しにくくなる 37 

（共通）無料地図ソフトを利用して鳥獣被害対策情報の集約・共有ができる 38 

（共通）小型トラクタでも暗きょ管を施工できる浅層暗きょ施工器 39 

（共通）ＧＡＰ認証によりリスクや農作業安全に対する意識が高まる 40 

（共通）会津でのソバによる遊休農地再生利用の優良事例 41 

  

（稲作）稲わらを持ち出して、カリ施用をせず栽培を継続すると、玄米中放射性 

    セシウム濃度が高まる 

42 

（稲作）水田におけるカリ上乗せ施用終了後の交換性カリ含量の推移 43 

（稲作）放射性セシウム吸収抑制対策のためのカリ供給資材の効果の持続性 44 

（稲作）低カリウム条件下における籾殻くん炭の放射性セシウム吸収抑制効果 45 

（稲作）メタン発酵消化液による水稲への放射性セシウムの吸収抑制効果 46 

（野菜）野菜類の放射性セシウム吸収は交換性カリ含量を高めると抑制できる 47 

（果樹）福島市の主要果樹の果実と葉に含まれる放射性セシウム濃度の経年変化 48 

（畜産）搾乳牛はトールフェスクをオーチャードグラスと同程度食べる 49 

（共通）トラクタ搭載型測定ロボットによる除染後農地の放射性セシウム分布 

可視化 

50 



（稲作）営農再開地域における各ほ場群の土壌中交換性カリ含量及び地力の実態 51  

（稲作）除染後水田での湛水直播栽培の播種同時散布を組み入れた省力的除草 

    体系（富岡町） 

52  

（畑作）ニホンザルとヒヨドリによるナタネ被害実態を把握（浪江町） 53  

（畑作）心土破砕及び額縁明きょによる排水対策でソバ収量を確保できる 

（川内村） 

54  

（畑作）カットブレーカーによる心土破砕で排水性が向上しソバ収量を確保 

できる（飯舘村） 

55  

（畑作）緑肥すき込み栽培で山木屋在来ソバの収量確保ができる（川俣町） 56  

（花き）ユーカリ品種「銀世界」「グニー」における病害発生の比較（楢葉町） 57  

（花き）浜通り平坦部におけるトルコギキョウ抑制栽培の土壌消毒の実証 

（浪江町） 

58  

（畜産）特定復興再生拠点での飼料作物の栽培実証 59  

（畜産）ペレニアルライグラス「夏ごしペレ」の収量は従来品種と同等以上 

    である（飯舘村） 

60  

（畜産）マメ科緑肥作物は堆肥施用と同等の飼料用トウモロコシ収量が期待 

できる（浪江町） 

61  

（畜産）イタリアンライグラスとソルガムを組み合わせた二毛作栽培体系の 

導入（楢葉町） 

62  

（共通）除染後農地における土壌の腐植含量及び可給態窒素の実態（双葉町） 63  

（共通）福島県浜通りのヘアリーベッチ春播きのすき込み適期と炭素・窒素 

供給量（大熊町） 

64  

（共通）効果的な雑草管理で春播き緑肥の炭素・窒素供給量を安定的に確保 

    できる（大熊町） 

65  

（共通）難防除雑草のエゾノギシギシ、スギナ混生ほ場では除草剤体系処理が 

    有効（南相馬市） 

66  

（共通）電気柵は、周辺の地表面の状態で効果が低下する 67  

（共通）ソルガム夏播きのすき込みで、タマネギの増収が期待できる 

（南相馬市） 

68  

（共通）グリホサートカリウム塩液剤に抵抗性があるオヒシバが見つかり 

ました（浪江町） 

69  

（共通）グリホサートカリウム塩液剤で除草できないオヒシバは他の薬剤で 

除草可能（浪江町） 

70  
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 成 果 の 内 容  

 

 
 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（普及） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 稲作科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２２ 

宇宙（衛星）から届く情報が 
米作りを支援します 

稲作 

図１ 水稲生育管理システムのサンプル画面  
（国際航業株式会社資料より引用） 

注）幼穂形成期の葉色（SPAD502 値）、玄米タンパク質
含有率、刈取適期（成熟期）の推定値を対象ほ場ごと
に色分けして表示します。 

注）対象は中通り及び浜通りの「天のつぶ」 
栽培は移植栽培と湛水直播栽培 

図２ 浜通りにおける農地の作物 

生産力評価マップの例 
（原図 東京大学大学院 井上） 

注）2020 年の衛星画像による解析例 

 「土壌肥沃度」とは土壌炭素含有率を示し

ます。 
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 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（普及） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 流通加工科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１９ 

アスパラガスに含まれる機能性成分の 
加熱・一次加工後の含有量の変化 

野菜 

（※各グラフの濃度値は、生鮮重に換算して算出。） 

a                                          b 

※データは春どり・「ハルキタル」 

※1 本を横に 3 等分し、穂先側から上、中、下として測定。 

図１ 加熱・一次加工後のルチン含有量 ((a)加熱方法別、(b)一次加工方法別) 

※データは「ハルキタル」 

※緑色を綺麗に残すため、前処理(茹で)を行ってから加工。 

図２ 加熱・加工後のアントシアニン含有量 ((a)加熱方法別、(b)一次加工方法別) 

a                                         b 

※表皮の紫色を残すため、ペースト以外は生のまま加工。 ※1 本を横に 3 等分し、穂先側から上、中、下として測定。 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（普及） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科                            

ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

ナシ黒星病の秋期防除適期は 
10 月上旬～11 月上旬頃であり 

「幸水」収穫後の防除を削減できる 

果樹 

降雨前防除に留意し、

りん片生組織の露出が

多くなる 10 月上旬～

11 月上旬頃に、落葉率 

80％を最終散布の目安

として、２週間間隔で

３回防除する。なお、落

葉が早まった場合は２

回とする。 

発病
数

発病
数

543 5 0.9 815 4 0.5

590 6 1.0 1234 3 0.2

削減無のみ8/30にクレソキシムメチル水和剤(ストロ
ビーDF) 3,000倍を散布。10/5と19、11/2にキャプタン
水和剤(オーソサイド水和剤80) 600倍を両方に散布。

削減

削減無

調査
数

発病葉
率(％)

調査
芽数

発病芽
率(％)

「幸水」
収穫後防

除

新梢葉調査 芽基部調査

2021年10月11日 2022年４～５月累計
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0

0.5

ハダニ雌成虫 カブリダニ類成若幼虫

天敵保護防除体系 慣行防除体系

個
体
数

/1
0葉

6月 7月 6月 7月

はカブリダニ類に影響の小さい殺虫剤及び殺ダニ剤、 はカブリダニ類に影響が大きい殺虫剤及び殺ダニ剤を示す。

カブリダニ類が活発に活

動する６～７月にカブリ

ダニ類に影響の大きい殺

虫剤を散布しないことで、

土着カブリダニ類を保護

できます。

 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和５年度（普及） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

カブリダニ類に影響の小さい 
防除体系を導入することで 

ハダニ類の密度を抑制できる 

果樹 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

発芽 展葉 開花 収穫

●複合交信かく乱剤 ●シクラニリプロール液剤 ●アセタミプリド水溶剤

●フルベンジアミド水和剤

●ジノテフラン水和剤 〇トラロメトリン水和剤

ハマキムシ類 〇BT剤 ● 〇BT剤 ●

〇フロニカミド水和剤 〇フロニカミド水和剤

●スピロテトラマト水和剤

クワコナカイガラムシ 〇ピリフルキナゾン水和剤 〇スルホキサフロル水和剤

ナシマルカイガラムシ 〇マシン油乳剤 〇ブプロフェジン水和剤

ハダニ類 〇 〇アセキノシル水和剤

ニセナシサビダニ 〇石灰硫黄合剤 ●

●〇は防除対象の害虫を示す（●は使用必須 〇は発生が多い場合に使用）

８月 ９月 10月

果実肥大期

害

虫

防

除

シンクイムシ類

アブラムシ類

生育ステージ

時期
３月 ４月 ５月 ６月 ７月



- 5 - 

 

 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

 
秋耕と中干し延⾧の組み合わせによって 

水田から発生するメタンガスを半減できる 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

県内水田の土壌炭素含有量の 
４年間の増減は 10ｔ/ha 以内であった 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 稲作科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２２ 

水稲無コーティング種子湛水直播栽培 
稲作 

播種機 
播種日 苗立数 出穂期 玄米収量 玄米品質

（月/日）(本/m
2
）（月/日）(kg/10a） （1-10）

無コーティング 5/27 146 8/17 790 6

鉄コーティング 5/27 76 8/24 671 6

無コーティング 5/13 136 8/15 337 5

鉄コーティング 5/9 96 8/20 466 5

無コーティング 5/12 163 8/15 626 9

鉄コーティング 5/12 88 8/20 525 8

年度 区名

2020

2021

2022

※供試品種「天のつぶ」。播種量は無コーティング区が5.6～6.4
kg/10a、鉄コーティング区が3.5～5.0kg/10a。窒素施肥量は無コー
ティング区が9kg/10a、鉄コーティング区が9～13kg/10a。収量は篩目
1.8mm以上、水分15%換算値。2022年の無コーティング区は粗玄米重。
2021は雑草害により減収。玄米品質はJA福島さくら農産物検査10段階
評価［1（1等上）～9（3等下）、10（規格外）］。
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 稲作科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２２ 

高密度播種苗栽培では 
側条施肥によって初期生育を確保できる 

稲作 

出穂期 成熟期 穂数 ｍ
２
籾数 千粒重 登熟歩合 精玄米重

（月日） （月日） （本/m
2
） （百粒） （ｇ） （％） (kg/a)

側条施肥 8/12 9/27 471 350 22.8 87.8 70.1
全層施肥 8/14 9/28 411 338 22.4 87.8 66.4
　注）精玄米重は篩目1.8mm以上で算出し、水分15％換算値としました。

施肥法
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 稲作科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２２ 

「福笑い」における 
刈取適期判定のための籾水分率の推定 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 稲作科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２２ 

雑草イネ防除には 
早期の水稲除草剤処理が効果的です 

稲作 

年度 種子の状態 除草剤 出芽率(%) 年度 種子の状態 除草剤 出芽率(%)

未発芽 無 42 未発芽 無 17

未発芽 プレチラクロール乳剤 20 未発芽 フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン水和剤 8

ハト胸 プレチラクロール乳剤 72 ハト胸 フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン水和剤 21

発芽 プレチラクロール乳剤 90 発芽 フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン水和剤 27

未発芽 インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 3

ハト胸 インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 36

発芽 インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 35

2021

2022

※試験は、1/10,000aのワグネルポットに水田土壌を約１L入れ入水、代かき後、雑草イネ種子を25粒/ポットで播種した。

　雑草イネの種子は、土中1cmに埋設し、埋設同日に水稲除草剤を表面処理（2021年：6/10、2022年：11/11）した。出芽

　率は、播種後40日までに出芽（発芽発根）したものの割合。下線は、雑草イネに有効な成分。
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区名
クロルピクリン錠剤区
(10錠/1㎡　全面処理）

無処理区

平均菌密度
a)

2.5

2.2×10
4

 成 果 の 内 容  

 

表１ クロルピクリン錠剤低温期処理後に 

     おけるトマト萎凋病菌の土壌中の菌密度 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 作物保護科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１６ 

夏秋トマト栽培終了後の低温期でも 
土壌くん蒸消毒ができます 

野菜 

＊）試験地（屋根ビニルを剥がし、クロルピクリンを

処理した期間）：会津坂下町露地ほ場（2021 年 11

月 2 日～2022 年 4 月 11 日） 

＊）試験は汚染土を充填したガーゼ袋を埋設して調

査した。 

ａ）単位：生菌数/乾土 g 値は 1 区 2 地点 2 反復の

平均値 

 

図１ 処理期間中の平均地温 

（会津坂下町露地：深度 10cm） 

＊）赤線はクロルピクリンが有効にガス化す

る最低地温 7℃（日平均地温）を示す。本

試験では処理日から連続で 28 日間 7℃以

上を確保した（2021 年 11 月 2 日～11 月

29 日）。 

 

 

７ 

被覆期間 

11/29（7℃以下初観測日） 
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供試資材 生産者A 生産者B 生産者C 生産者D

トンネルビニル 1/2 0/1 1/1 1/1
トンネル保温カバー 2/2 NT 0/1 NT

グラウンドカバー0/2b) 1/1 NT NT

ポリポット NT 0/1 1/1 1/1
土壌 NT 1/1 1/1 1/1
残さ NT 1/1 NT NT

越冬前 越冬後

残さ区 2.6×106 1.3×106

生菌区 6.0×105 3.7×103

無接種区 0 0

調査区a) 菌密度b)

発病株率c)

13.3

0

0

 成 果 の 内 容  

  

 

 

表１ 農業用資材表面及び土壌中のトマト  表２ トマトかいよう病罹病残渣及び 

かいよう病菌の越冬状況 a)         汚染土の越冬前後の菌密度と発病調査 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター生産環境部 作物保護科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１６ 

トマトかいよう病菌は残さや 
汚染資材から伝染します 

野菜 

a)越冬条件：1/5000a ワグネルポットに充填し、2021 年 11 月 2 日～

2022 年 4 月 28 日に福島県農業総合センター内露地圃場で越冬 

b)単位 菌数/(残さ新鮮重又は乾土)g 1 区 5 株 3 反復の平均値 

c)残さ区：罹病残さと共に発病圃場土を供試、生菌区：無菌土に細菌

懸濁液混和、無接種区：無菌土 

a)各値は（かいよう病菌検出サンプル数/調査サンプル数） 

b)前年度栽培終了後資材消毒実施 

NT:試験未実施 
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 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 流通加工科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１９ 

イチゴ「ゆうやけベリー」への 
輸送を想定した振動による影響 

野菜 

図 損傷程度別割合 
 注) 振動を与え、4℃で 20 時間、15℃で 3 日間保

存した後の調査において達観により果実表面の損
傷を評価した。 

写真 着色度 70～80％の果実 

注 1)点線で囲った面を着色と判断した。 
注 2)わずかにピンクがかった部分と白い

部分は着色割合から除いた。 

注 1)テクスチャーアナライザー（φ3mm の円柱プランジャーを 1mm/秒で貫入）にて測定。 
注 2)貫入後、最初のピークを果実硬度とした。 
注 3)「加振・保存後」は振動を与え、4℃で 20 時間、15℃で 3 日間保存したものを示す。 
 

表 収穫当日、加振・保存後の果実硬度 

調査項目
　　　  収穫月
調査時期

1月 2月 3月 4月 5月

収穫当日 207.1 178.4 176.0 157.4 157.2

加振・保存後 163.4 146.2 141.0 116.2 125.9

果実硬度
（gf）
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 流通加工科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１９ 

会津地域研究所 

                                ＴＥＬ ０２４２－８２－４４１４ 

キャベツは雪室貯蔵２週間で 
-アミノ酪酸（GABA）が増加し、 

貯蔵８週間後まで維持される傾向がある 

野菜 
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 成 果 の 内 容  

導入のメリットや留意点等 
 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 品種開発科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２１ 
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図１ 炭疽病接種３週間後の株全体の発病度 
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図２ 炭疽病接種４週間後のクラウン 

の発病度 ※1 株全体の発病度＝{Σ(指数別発病株数
×発病指数)／(調査株数×5) }×100
発病指数：0；病徴なし、1；小葉・葉柄に
斑点型病斑あり、2；小葉・葉柄に拡大型
型病斑あり、3；枯死葉柄あり、4；萎凋、
5；枯死

※2 クラウンの発病度＝{Σ(指数別発病株数×発病指
数)／(調査株数×4) }×100
発病指数：0；褐変なし、1；1/4まで褐変、2；1/4～
1/2の褐変、3；1/2～3/4の褐変、4；3/4以上の褐変

 
「福島 ST14 号（ゆうやけベリー）」の炭疽病抵抗性は 
「とちおとめ」より強い、中～弱である 

野菜 
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 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 野菜科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２４ 

アスパラガス「ふくきたる」を用いた 
定植年に収量 30kg/a を得られる栽培体系 

野菜 

図３ セルトレー育苗 
による定植時の苗 

※2 月 13 日播種、4 月 8 日定植。 
※育苗期間中に２回、液肥を 

追肥した。 

図２ ２年生株春どり収量の 
規格別割合 

※収穫期間は 2 月 24 日～3 月 14 日。 
※規格は「福島県青果物標準出荷規格」に 

基づく。 
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20% 

10% 

0% 

(kg/a) 

図１ １年生株の時期別規格内収量 
※株間 40cm、畝間 150cm、166 株/a として算出した。 
※茎数が株あたり 10～15 本で、直径 8mm 以上の茎が 

6 本以上になった株から、新たに萌芽した茎を 
収穫した。 

※収穫期間は 8 月 13 日～10 月 10 日。 
※規格は「福島県青果物標準出荷規格」に基づく。 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 野菜科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２４ 

タマネギ秋まき直播栽培における 
ペンディメタリン乳剤を用いた雑草防除体系 

野菜 

コハコベ 

ナズナ 

ノボロギク 

スズメノカタビラ 

その他 

2 葉期 
ペンディメタリン乳剤 

処理体系 

慣行防除体系 

無処理 

雑草発生量(g/㎡) 

図２ 体系処理による収穫時期の雑草発生量（2021 年、郡山） 

（タマネギ2葉期） （越冬後）

追肥 防除、除草

シアナジン水和剤
z

2葉期
ペンディメタリン乳剤

処理体系

慣行防除体系 シアナジン水和剤

月 ９月 １０月 ４月 ５月 ６月

主な作業 播種 越冬期間 収穫・乾燥
防除、除草

１１月 １２月～２月 ３月

中耕
プロスルホカルブ乳剤または

IPC乳剤
プロスルホカルブ乳剤

ペンディメタリン乳剤
y 中耕

プロスルホカルブ乳剤
x
または

IPC乳剤
w

中耕

図１ タマネギ秋まき直播栽培のペンディメタリン乳剤を用いた雑草防除体系（2021 年、郡山） 

z シアナジン水和剤は播種後出芽前（雑草発生前）に使用する。

y ペンディメタリン乳剤は播種後～本葉2葉期（雑草発生前）に使用する。

x プロスルホカルブ乳剤は中耕後（雑草発生前）、ただし収穫45日前までに使用する。

w IPC乳剤は中耕後、ただし収穫30日前までに使用する。

* z～wは令和5年2月時点の農薬登録情報。農薬使用時はラベルの使用方法等を

　確認すること。



- 18 - 

 

 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 会津地域研究所 
                                     ＴＥＬ ０２４２－８２－４４１１ 

オタネニンジン栽培での 
電動小型除草機による除草作業の省力化 

野菜 

１つの時は 
番号不要 

0

100

200

300

手取り除草区 機械除草区

作
業
時
間
（
秒

/m
2 ）

【通路部】

0

100

200

300

手取り除草区 機械除草区

作
業
時
間
（
秒

/m
2 ）

【ベッド部】

②

34％
94

（①(49)＋②(45))

278
21％

307

63①

注１）栽培様式:普通栽培（片屋根架設遮光栽培）。ベッドと垂直方向に条播種（条間 22cm）。調査時点でのオタネ 
ニンジンの生育は草丈８～10cm 程度。 

注２）ベッド部機械除草区は①（条間機械除草）と②（株間手取り除草）の合算。 

ベッド部除草機(写真 A):充電式草刈機(LBC-1825B(山善)、 
回転速度 6000rpm、重量約 2.4kg、実売価格 2 万円程度）＋
回転刃(TT-101S(平城商事)、3 枚立刃(約 3cm)、実売価格 4 千
円程度)。除草部最大幅 8cm。 

通 路 部 除 草 機 ( 写 真 B) : 充 電 式 耕 耘 機 (ASYRTM 
0515520(KUKUMAX) 、 回 転 速 度 250rpm 、 重 量 約
2.7kg、実売価格 2 万 5 千円程度)。除草部最大幅 15cm。 

図１ 供試した電動小型除草機（写真 A:ベッド部で供試、写真 B:通路部で供試） 

図２ 除草処理にかかる作業時間の比較 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 浜地域研究所 
                                     ＴＥＬ ０２４４－３５－２６３３ 
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可販果収量 可販果率

可販果収量

(kg/10a) 可販果率

(%)

表　パプリカの収量

着果率
（％）

１果重
(g)

総収量
(g/株)

総収量
(個/株)

可販果率
（％）

52 129 3235 25 84

注1) 着果率は、着果数／総節数　×100

注2) 可販果率は、可販果数／収穫果数×100とし、可販果は極端な変形や
     日焼けがなく、100g以上の果実とした。

水稲育苗ハウスの未利用期間を有効活用した 
簡易養液栽培システムによるパプリカ栽培 

野菜 

図 1 簡易養液栽培の様子 図 2 月別可販果収量と可販果率 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 品種開発科 
                ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２１                           

 県オリジナルカラーの 
３月に順化された培養苗はポリポット鉢上げと  
定植の組合せにより球根肥大を促進できる 

花き

図 1 カラー培養苗球根養成方法の流れ 

表 カラー３品種の掘上げ後の球根 

1)分球数は、掘上げ時に１株から自然に分かれた球根数(元株の球根含む)  
 調 査 2022 年 12 月 12 日  

撮影 「はにかみ」  

A；3/30、順化約 3 週後  

B：6/1、鉢上げ約３週後  

C：7/13、定植約 2 週後  

D：10/14、定植約 3.5 ヵ月後 

球根

生存(%) 重(g) 重(g) 芽数(個)

はにかみ 6 100 135.3 2.0 67.7 3.6
ミルキームーン 6 100 51.0 1.2 43.7 3.6
キビタンイエロー 6 100 36.7 1.5 24.4 4.2

供試数 1株当たりの球根 1球当たりの球根
品種

(本) 分球(個)1)

図 2 カラー培養苗球根養成状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11

〇 □     ◎   ▲
72穴セル苗 9㎝ポリポット パイプハウス

鉢上げ 定植
掘上げ
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 流通加工科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１９ 

果実カラーチャート判定値 
6.0 以上の蜂屋柿を収穫し加工すると 

特秀のあんぽ柿製造につながる 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

1.5～5 秒の荷重を二次微分し、総和を算出  →  CI 値 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 流通加工科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１９ 

 

CI 値はナシのシャリ感を 
評価する目安となる 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

ジョイント V 字樹形による 
ナシ「王秋」の早期成園化 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

ジョイント V 字樹形による 
ナシ「甘太」の早期成園化 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

福島県と JA グループ福島による福島県産農産物競争力強化のための共同事業

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

モモせん孔細菌病の 
病斑拡大程度が小さい 

育種実生個体を選抜しました 

果樹
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成 果 の 内 容 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

県オリジナルモモ品種「はつひめ」の 
台木の違いによる若木（５年生）の生育 

果樹 

表 樹体生育
樹 高 樹 幅（ｃｍ）
（cm) 主枝方向 直角方向

ひだ国府紅しだれ 31.3 359 528 363 15.0
おはつもも 41.7 432 650 493 25.2

※幹周は接ぎ木部から20㎝上部を測定

台木
幹周
（cm

樹冠占有
面積(㎡）



- 27 - 

 

 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

ひょう害を受けたリンゴ果実の 
収穫時の傷の形状                                                                                                                       

果樹
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

 
摘花剤、摘果剤を利用するとリンゴ 

「ふじ」の摘果作業を省力化できます 

果樹 

※10a 当たり収量は、植栽距離 9m×8m で換算した。 
※着色度はカラーソーター、糖度、蜜入りは光センサー計測値 

（JA 基準値は着色度 185 以上、糖度 14 度以上、蜜入り 3 以上） 

表１ 収量及び果実品質の比較 

図１ 作業時間の比較 

10a当たり収量

（kg） 着色度 糖度 蜜入り

試験区 2289 442 203.6 15.5 3.00

慣行区 2574 405 203.8 15.7 3.02

区
果実品質平均果重

（g）
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

防霜対策の燃焼法では、 
ロックウールを芯材とすることで 
燃焼時間を⾧くすることができる

果樹
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

モモせん孔細菌病の罹病落葉は 
感染拡大に影響しない 

果樹 

表 罹病落葉の幹元敷設樹及び樹上設置樹での 
モモせん孔細菌病の発生状況（2022 年） 

写真 罹病落葉の幹元敷設の状況 

樹No. 発病葉数 発病葉率（％）

Ⅰ 212 0 0.0

Ⅱ 165 0 0.0

Ⅲ 196 0 0.0

Ⅳ 169 0 0.0

Ⅰ 157 7 4.5

Ⅱ 177 5 2.8

Ⅲ 197 4 2.0

Ⅳ 178 0 0.0

Ⅰ 218 0 0.0

Ⅱ 200 0 0.0

Ⅲ 212 0 0.0

Ⅳ 197 0 0.0

調査葉数

罹病落葉
幹元敷設

罹病落葉
樹上設置

無処理

注）罹病落葉の幹元敷設及び樹上への設置は8月17日、29日、9月8、17
日に実施した。調査は10月12日に実施した。
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

モモせん孔細菌病の春型枝病斑からは 
⾧期間にわたって病原細菌が漏出する 

果樹 

図１ 春型枝病斑からの病原細菌 
漏出の推移（2021 年） 

   ※No.1 の枝（破線）は５月上旬に 
枯死状となった。 

 

図２ 春型枝病斑からの病原細菌 
漏出の推移（2022 年） 

   ※No.1 及び No.2 の枝（破線）は 
５月上旬に枯死状となった。 

 

図３ モモせん孔細菌病の春型枝病斑 
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 成 果 の 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

アセタミプリド水溶剤及び 
スピネトラム水和剤は 

モモハモグリガの被害抑制に有効である 

果樹 

表 モモハモグリガに対するアセタミプリド水溶剤及びスピネトラム水和剤の防除効果
（2020 年） 

 

<1cm 1-3cm 3cm<

散布前日（7/13） 25.7 9.0 14.3 2.3 96

散布７日後（7/21） 32.0 11.0 3.7 17.0 133

散布前日（7/13） 36.0 7.5 8.0 6.0 99

散布７日後（7/21） 22.5 9.0 8.0 4.0 81

散布前日（7/13） 20.3 12.3 11.3 3.7 94

散布７日後（7/21） 13.0 12.3 13.7 51.7 285

※２　マインは、モモハモグリガ幼虫が葉の内部を食害し掘り進んだ痕のことを示す。

※３　脱出痕は、モモハモグリガ幼虫が蛹化するために葉から外部に脱出した痕を示す。

　　　なお、スピネトラム水和剤の被害度の減少は被害葉の落葉が理由である。

被害度の

増加率
※5供試薬剤

希釈
倍数

被害度
※4

アセタミプリド水溶剤 4,000 139

スピネトラム水和剤 10,000 81

調査日
長さ別マイン

※2
数 脱出痕

※3

※１　数値は３反復の平均値。ただし、スピネトラム水和剤は２反復の平均値。

※４　被害度＝（〈1cm×1）+（1‐3cm×2）＋（3cm〈×3）+（脱出痕×4）

※５　被害度の増加率＝散布７日後被害度÷散布前日被害度×100

無処理 － 305
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 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

 
梅雨期にナシ黒星病の果実感染を防ぐ 

効果が高い薬剤 

果樹 

供試
果数

発病
果数

発病果
率(％)

平均病
斑数/果

インピルフルキサム水和剤 4,000倍 21 5 23.8 1.3
キノプロール水和剤 4,000倍 25 0 0.0 0.0
無処理 24 24 100.0 19.4

散布2日後(7/2)接種

供試薬剤 希釈倍数

インピルフルキサム水和剤※ 4,000倍

キノプロール水和剤※ 4,000倍

キャプタン水和剤 600倍

無処理区

供試薬剤は7月1日に散布した。※はキャプタン水和剤(600倍）加用を示す。

468 6 1.3 354 83 23.4

453 4 0.9 362 30 8.3

433 7 1.6 368 6 1.6

果実調査（8/19）

調査
果数

発病
果数

発病果率
（％）

464 7 1.5 403 11 2.7

供試薬剤 希釈倍数

新梢葉調査（6/29）

調査
葉数

発病
葉数

発病葉率
（％）
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

マンゼブ水和剤 
（商品名:ペンコゼブ水和剤）は 

モモせん孔細菌病の防除に有効である 

果樹 

表 1 モモせん孔細菌病に対する防除効果（2020 年） 
 

表２ モモせん孔細菌病に対する防除効果（2021 年） 
 

調査葉数 調査果数

マンゼブ水和剤（ペンコゼブ水和剤）600倍 291 10.0 100 3.3 無し

無処理 － 287 28.2 100 9.3 －

※最終散布は5/29、調査は6/16に実施。

供試薬剤 倍数

新梢葉調査 果実調査
薬害の
発生

発病葉率
（％）

発病果率
（％）

調査葉数 調査果数

マンゼブ水和剤（ペンコゼブ水和剤）600倍 231 5.3 100 0.7 無し

無処理 － 219 17.3 100 6.0 －

※最終散布は6/3、調査は6/18に実施。

供試薬剤 倍数

新梢葉調査 果実調査
薬害の
発生

発病葉率
（％）

発病果率
（％）
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 成 果 の 内 容  

図１ ゲノミック評価の推定・解析のイメージ 

図２ ゲノミック評価のイメージ 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 畜産研究所 動物工学科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５９３－１２２１ 

福島県独自に 
肉用牛のゲノミック評価ができる 

畜産 

枝肉重量 ロース芯面積 バラ厚 皮下脂肪厚 推定歩留 脂肪交雑
繁殖雌牛A H H H B H H H 上位1/10以上
繁殖雌牛B C A C H H C A 上位1/4以上
繁殖雌牛C H C A C C C B 上位1/2以上
繁殖雌牛D A A B C C B C 1/2以下
繁殖雌牛E A B A C C A
繁殖雌牛F B C B C C C

ゲノミック評価
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 成 果 の 内 容  

導入のメリットや留意点  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 畜産研究所 動物工学科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５９３－１２２１ 

 

 
市販滅菌綿棒で採取した鼻腔内試料でも 

肉用牛ゲノミック評価が可能 

畜産 

約 10mm 150mm 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和３年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 企画技術科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７００ 

複合柵を支柱で補強することにより 
最深積雪 200cm でも倒伏しにくくなる 

共通 

図 複合柵の概要図 

表 融雪後の傾斜角度・最深積雪・資材費 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 企画技術科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７００ 

無料地図ソフトを利用して 
鳥獣被害対策情報の集約・共有ができる 

共通 

図 2 地図上の鳥獣に関する情報の 
共有画面のイメージ 

地図データ@2022 Google 画像＠2022 

Maxar Technologies, Planet.com 

カメラ設置場所 

イノシシ掘り返し被害 

放任果樹 
電気柵 

図 1 想定される情報共有の流れと
利用者へのアンケート結果 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 経営・農作業科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１４ 

小型トラクタでも暗きょ管を 
施工できる浅層暗きょ施工器 

共通 

暗きょ管挿入部 

暗きょ管吐出部 

主な改良点 

導管パイプの追加 トラクタの PTO の動力 
を利用し爪が前後して 

溝を切る 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 経営･農作業科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１４ 

ＧＡＰ認証によりリスクや 
農作業安全に対する意識が高まる 

共通 

図 ＧＡＰ認証取得後にＧＡＰに対する考え方が変化した割合(左図)と 

改善した内容の割合 (右図･複数回答)  

表 ＧＡＰ導入により改善された項目と改善率 

１年未満
１年以上
３年未満

３年以上

１．衛生管理への意識 77.1 83.8 81.2

２．農作業安全意識の改善 89.6 79.3 81.1

３．農作業事故,
  　ヒヤリハットの減少

81.3 65.8 70.3

改善効果が高い項目※２

※１　アンケートは改善効果に関する項目20問。悪化･やや悪化･変化なし･やや改善･改善の5段階評価。

※２　改善･やや改善の回答が多かった上位３項目
※３　改善率は改善、やや改善の割合

ＧＡＰ取得後の経過年数別改善率※３
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（参考） 

 福島県農業総合センター 会津地域研究所 
                                     ＴＥＬ ０２４２－８２－４４１１ 

会津でのソバによる 
遊休農地再生利用の優良事例 

共通 

表 調査対象及び事業内容の概要 
調査対象A（農業法人、南会津町） 調査対象B（家族経営、会津美里町）

主要生産作物等※1 ソバ（80ha）、タカナ（2ha）、ソバ食堂経営 水稲（12.5ha）、ソバ（26ha）、大豆（12ha）等
再生面積、作付け作物 85ha。大部分ソバを栽培。 4.2ha。初作ソバを栽培し良排水ほ場では大豆を栽培。
活用した再生支援事業の
内容

除草、抜根、整地等の再生作業、土壌改良、施
設整備に対する補助。

除草、抜根、整地等の再生作業、土壌改良に対する補
助。

再生作業実施者 当法人で実施。 本人が実施。
再生作業での使用機械 所有するトラクターモア、バックホー。 所有するトラクターモア、バックホー、ブームスプレイヤー等。

再生作業の作業工程
機械除草・低木伐採→農薬除草→耕うん・抜根
→土壌改良資材施用、耕うん→整地

機械除草・低木伐採→農薬除草→耕うん・抜根→土壌
改良資材施用、耕うん→整地

再生対象ほ場の状態 不耕作から数年のほ場が多く、木本少ない。 不耕作から数年のほ場が多く、木本少ない。

再生ほ場のソバ生産性

秋ソバのみ栽培。平均反収50kg/10a程度。
多くは畑地で水はけが良く、地力が極端に少ない
ほ場はない。
ほ場が生産拠点の5km以内でかつ連担性高い。

秋ソバのみ栽培。平均反収50～60kg/10a。
地目は畑地で、おおむね水はけがよく、地力が低いほ場は
少ないが、全体的に礫が多い。
ほ場の多くは生産拠点の2km以内でかつ連担性高い。

再生・ソバ生産で苦慮し
ている点

鳥獣害（シカによる食害）対策。
地域的に礫の多いほ場が多く、近年ストーンクラッシャーを
導入。

※１:対象Aは2021年、対象Bは2022年時点
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 成 果 の 内 容  

 

 

導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

稲わらを持ち出して、 
カリ施用をせず栽培を継続すると、 
玄米中放射性セシウム濃度が高まる 

稲作 

図２ ３カ年（2020～2022）の交換性カリ 
含量と玄米中の放射性セシウム濃度 

図１ 移行係数の推移 

A 土壌：細粒質腐植質グライ低地土 
B 土壌：中粒質普通低地水田土 
（日本土壌インベントリーによる） 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

 
水田におけるカリ上乗せ施用終了後の 

交換性カリ含量の推移 

稲作 

表１ 図１①～④におけるほ場数とカリ施用量平均値 

図１ 検証時と 2022 年度の交換性カリ含量の比較 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（放射線） 

 福島県農業総合センター  生産環境部 環境・作物栄養科 
                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

放射性セシウム吸収抑制対策のための 
カリ供給資材の効果の持続性 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター  
     浜地域農業再生研究センター  ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

図１ 籾殻くん炭施用による交換性カリ含量の増加 

 
低カリウム条件下における籾殻くん炭の

放射性セシウム吸収抑制効果 

稲作 

図２ 栽培後の土壌中交換性カリ含量と 137Cs 移行係数の関係 
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 成 果 の 内 容  

図１ 交換性カリ含量と水稲の各地上部位への移行係数との関係 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４６－２６－９５６２ 

メタン発酵消化液による 
水稲への放射性セシウムの吸収抑制効果 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４６－２６－９５６２ 

野菜類の放射性セシウム吸収は 
交換性カリ含量を高めると抑制できる 

野菜 

図１ 各種野菜の交換性カリ含量と移行係数

栽培後の土壌中交換性カリ含量(mg/100g 乾土) 

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

可
食

部
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射能） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

 
福島市の主要果樹の果実と葉に含まれる 

放射性セシウム濃度の経年変化 

果樹 
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表 給与飼料の概要及び給与時の乳量  

給与飼料 収穫時期 TDN 推定値(％) CP(％) 1 日当たりの乳量(kg/日) 

トールフェスク 出穂期 (5月12日) 63.4 12.8 24.8 

オーチャードグラス  出穂期 (5月17日) 59.4 11.6 24.2 

注）品種はトールフェスク「ウシブエ」、オーチャードグラス「アキミドリⅡ」を使用。TDN 推定値、CP は乾物中％。 

 成 果 の 内 容  

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 畜産研究所 飼料環境科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５９３－４１５９ 

搾乳牛はトールフェスクを 
オーチャードグラスと同程度食べる 

畜産 
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図１ トールフェスクとオーチャードグラスの採食速度及び採食量 

図２ トールフェスクを採食する乳牛 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

トラクタ搭載型測定ロボットによる 
除染後農地の放射性セシウム分布可視化 

共通 

検出器 

図１ KURAMA-X による測定作業 

図２ タブレット上に表示された放射性セシウム分布測定結果 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

図１ 作付年数と交換性カリ含量の関係 

その他調査した 3 つのほ場群の内、2 つで同様の傾向でした。 

営農再開地域における各ほ場群の 
土壌中交換性カリ含量及び地力の実態 

稲作 

図２ 各ほ場群の土壌養分値と基準値との関係 

横軸はそれぞれのほ場群(A～D)を示しています。 
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 成 果 の 内 容  

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

除染後水田での湛水直播栽培の 
播種同時散布を組み入れた 
省力的除草体系 (富岡町) 

稲作 

処理体系 播種時 イネ一葉期 6月中旬 6月下旬

播種同時処理初期剤＋初中期一発剤 ○ ○

播種同時処理初中期一発剤＋中後期剤 ○ ○

播種同時処理初中期一発剤＋中期剤 ○ ○
※播種同時処理初期剤＝ピラゾキシフェン・ベンゾビシクロン粒剤（プレキープ1キロ粒剤）

※播種同時処理初中期一発剤＝イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・ブロモブチド粒剤（オサキニ1キロ粒剤）

※初中期一発剤＝イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル・ブロモブチド粒剤（バッチリLXジャンボ）

※中期剤＝アジムスルフロン・ペノキススラム・メソトリオン粒剤（セカンドショットSジャンボMX）

※中後期剤＝ペノキススラム・ベンゾビシクロン粒剤（ニトウリュウジャンボ）

深い（6.7） 1 ｔ※ - - 3 ｔ※

浅い（5.2） 5 ｔ※ - - 3 0.1

深い（9.7） 1 ｔ※ 3 ｔ※ 21 40.1

浅い（5.3） 0 0 7 ｔ※ 13 10.1

※主な発生草種はタイヌビエ、コナギ、オモダカ、アゼナ等　※基準地点（水尻）の水深10cm時の調査地点の水深平均値
※ｔは0.05g未満

播種同時処理初期剤
＋初中期一発剤

播種同時処理初中期一発剤
＋中後期剤

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

初中期除草剤散布86日後
中後期剤散布68日後

6月6日 6月23日 8月31日処理体系 水深※

(cm)

初中期剤散布前 中後期剤散布前

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

雑草数
(本/㎡)

乾物重
(g/㎡)

深い（12.3） 32 0.4 17 2.1

浅い（6.9） 77 0.9 131 4

※6月18日、8月18日の主な雑草はコナギ等の広葉雑草　※基準地点（水尻）の水深10cm時の調査地点の水深平均値

中期剤散布60日後
6月18日 8月18日

播種同時処理初中期一発剤
＋中期剤

0 0

処理体系
水深※

(cm)

6月4日
中期剤散布前
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

ニホンザルとヒヨドリによる 
ナタネ被害実態を把握（浪江町） 

畑作 
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ヒヨドリ

ニホンザル

※ ５月のニホンザルは調査ほ場の外で撮影された個体。

４月４日に複合柵に

改修。

それ以降の侵入は

なかった。

※

子実収量（kg/10a）　　千粒重（g）

サル害なし 128.8 3.2

サル害あり 91.7 2.9
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

心土破砕及び額縁明きょによる排水対策で 
ソバ収量を確保できる(川内村) 

畑作 
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水
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日降水量(mm) 施工ほ場

排水対策

施工ほ場 137.6 74.8 27.9 701.2
対照ほ場 83.4 41.8 30.2 686.4
※対照ほは、ほ場中央に明渠あり

千粒重
(g)

容積重
(g/L)

全重
(kg/10a)

子実重
(kg/10a)
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

カットブレーカーによる 
心土破砕で排水性が向上し 

ソバ収量を確保できる(飯舘村) 

畑作 
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）

日降水量(mm) 施工ほ場 無施工ほ場

排水対策

施工ほ場 242.2 108.7 31.9 658.7

無施工ほ場 98.0 ＊ 31.2 ＊ 29.0 640.5

※ｔ検定の結果、＊は5％水準で有意な差があることを示す。
※無施工ほ場は、L字の額縁明きょあり。

全重
(kg/10a)

子実重
(kg/10a)

千粒重
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
         ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

緑肥すき込み栽培で山木屋在来ソバの 
収量確保ができる (川俣町) 

畑作 

栽培方法 使用資材
10a当たり施肥量

（N-P2O5-K2O）（kg）

緑肥すき込み栽培
ヘアリーベッチ（藤えもん）、
過燐酸石灰、塩化カリ、苦土石灰

2.6-2.8-14.8

化学肥料栽培
高度化成肥料（ほほえむ４４４）、
塩化カリ、苦土石灰

2.8-2.8-14.8

※緑肥すき込み量は乾物重で10a当たり137.9kgで窒素供給量は利用率50％として2.6kgである。

※K2Oは放射性物質吸収抑制対策のため12kg追加施用した。

※苦土石灰は両栽培とも10a当たり30kg施用した。

栽培方法

緑肥すき込み栽培 467.8 227.2 27.4 671.2

化学肥料栽培 330.5 166.2 27.7 692.4

※倒伏程度は9月27日調査
※倒伏程度＝無、微、小、中、多、甚

容積重
(g/L)

全重
(kg/10a)

子実重
(kg/10a)

千粒重
(g)

栽培方法 4月13日 7月12日 7月26日 9月27日

緑肥すき込み栽培

化学肥料栽培

※○＝緑肥播種、▽＝緑肥すき込み、▼＝化学肥料施肥、●＝ソバ播種、□＝ソバ収穫
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

ユーカリ品種「銀世界」「グニー」 
における病害発生の比較（楢葉町） 

花き 

銀世界 9.5 ± 13.6
グニー 17.4 ± 6.4

品種
（本/株）

出荷可能本数
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 成 果 の 内 容  

導入のメリットや留意点等 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

浜通り平坦部における 
トルコギキョウ抑制栽培の土壌消毒の実証

（浪江町） 

花き 

ラルゴマリン
（晩生） 100 1.2 90以上

コレゾライトピンク
（中晩生） 100 0.3 90以上

※各品種6地点を調査した（1地点当たり100株）

※発病株率は1地点で調査した100株のうち発病している株の割合。

6月24日

品種 定植日
9月8日（収穫前）

出荷率
（％）調査株数

発病株率
（％）
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 畜産研究所 飼料環境科 
                                     ＴＥＬ ０２４－５９３－１２２１ 

特定復興再生拠点での飼料作物の栽培実証 
畜産 

注）破線は目標とした収量（飼料用ﾄｳﾓﾛ ｺｼ：

5.0t/10a(作物統計による全国平均単収)・6.5t/10a(県

畜産指導指針)、ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ：1.0～1.2t/10a(県畜産

指導指針)を示す。エラーバーは標準偏差を示す。 

注）飼料中の放射性セシウムの暫定許容値は 100 Bq/kg
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター  
               ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

ペレニアルライグラス「夏ごしペレ」の 
収量は従来品種と同等以上である(飯舘村) 

畜産 

650

505

259

767

430

328

番草 番草 番草

ヤツユメ

夏ごしペレ
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 成 果 の 内 容  
 

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター    
ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

 マメ科緑肥作物は堆肥施用と同等の 
  飼料用トウモロコシ収量が期待できる 

(浪江町) 

畜産 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター    
ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

  イタリアンライグラスとソルガムを 
  組み合わせた二毛作栽培体系の導入 

(楢葉町) 

畜産 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
  ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

除染後農地における土壌の腐植含量 
及び可給態窒素の実態(双葉町) 

共通 

図１ 腐植含量と可給態窒素含量の適正域ほ場の割合 

図 2 腐植含量と可給態窒素含量の関係 
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図3 時期別の窒素供給量

秋播き
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
 ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

福島県浜通りのヘアリーベッチ春播きの 
すき込み適期と炭素・窒素供給量（大熊町） 

共通 
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図1 草丈の推移
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図2 時期別の炭素供給量
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 成 果 の 内 容  

導入のメリットや留意点等 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
 ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

効果的な雑草管理で 
春播き緑肥の炭素・窒素供給量を 
安定的に確保できる（大熊町） 

共通 

図 タマネギ収穫量（2022 年 6 月 3 日） 
1）RML：グリホサートカリウム塩液剤［ラウンドアップマックスロード］ 

2）CLS：塩素酸塩粒剤［クロレート S］ 

3）エラーバーは標準偏差を示す。 

特にスギナを抑制 

表　除草処理による炭素、窒素供給量への影響

エンバク ヘアリーベッチ エンバク ヘアリーベッチ
除草剤無 134.7 47.2 2.8 4.8

グリホサートカリウム塩液剤
（ラウンドアップマックスロード）

195.8 80.4 4.0 7.0

グリホサートカリウム塩液剤
（ラウンドアップマックスロード）
+塩素酸塩粒剤（クロレートS）

222.4 102.1 4.7 10.5

（注）採取　2022年6月7日（播種81日後）
（注）播種　2022年3月18日、すき込み　2022年6月16日（播種90日後）

緑肥播種前の処理
全炭素集積量 全窒素集積量
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
 ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

難防除雑草の 
エゾノギシギシ、スギナ混生ほ場では 
除草剤体系処理が有効（南相馬市） 

共通 

100

0.5
0

20
40
60
80
100

（
%
）

（注）除草剤無のエゾノギシギシ生体重2498.3g/m²

を100%としたときの比率。

図1 エゾノギシギシ生体重比（2022年6月15日）

除草剤無 グリホサートカリウム塩液剤

＋塩素酸塩粒剤

100

5.8

0
20
40
60
80
100

（
%
）

（注）除草剤無のスギナ生体重252.8g/m²を

100%としたときの比率。

除草剤無 グリホサートカリウム塩液剤

＋塩素酸塩粒剤

図2 スギナ生体重比（2022年6月15日）

図 3 除草剤体系の効果 
左：除草剤無 右：グリホサートカリウム塩液剤＋塩素酸塩粒剤 
（注）当該除草剤体系後に出芽する一年生雑草については作付けする作物に登録

のある除草剤で防除してください。 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 
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漏電による

電気柵は、周辺の地表面の状態で 
効果が低下する 

共通 
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図 タマネギ収穫量（2022 年 6 月 3 日） 
（注）エラーバーは標準偏差を示す。 

緑肥無の約 1 割増 

表　炭素、窒素供給量 （g/m²）

緑肥 雑草 合計 緑肥 雑草 合計

緑肥無 - 221.6 221.6 - 10.5 10.5

クロタラリア 312.9 17.6 330.5 23.1 0.7 23.7

ソルガム 506.8 15.2 522.0 24.4 0.4 24.9

（注）採取日　2021年9月3日（播種70日後）

タマネギ前作
全炭素集積量 全窒素集積量

 成 果 の 内 容  

導入のメリットや留意点等 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 4 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
 ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

ソルガム夏播きのすき込みで、 
タマネギの増収が期待できる（南相馬市） 
共通 
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 成 果 の 内 容  

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

グリホサートカリウム塩液剤に 
抵抗性があるオヒシバが見つかりました

（浪江町） 

共通 

水 - 23.0 a 23.0 a 100.0
グリホサートカリウム塩 500ml/100L 24.7 a 21.7 a 88.0
ジクワット・パラコート 1000ml/100L 23.0 a 5.7 b 24.8

グルホシネートPナトリウム塩 500ml/100L 23.0 a 0 b 0
グルホシネート 500ml/100L 24.0 a 0 b 0

※Tukey-Kramer法による多重比較により、異なる記号は有意水準5％において有意差がある。
※生存率は散布前と比較した2ヶ月後の値。
※個体数は6.1cm×6.1cmセルボックス内の芽数を測定した。

処理薬剤 薬量/水量/10a
個体数（芽） 生存率

（％）散布前 2ヶ月後
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 成 果 の 内 容  

 

 

 導入のメリットや留意点等  

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和４年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 
                                      ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

グリホサートカリウム塩液剤で 
除草できないオヒシバは 

他の薬剤で除草可能（浪江町） 

共通 

2022/8/2 2022/8/17 2022/9/15 2022/9/29

散布前 散布2週間後 散布一ヶ月後 再散布2週間後
グリホサートカリウム塩液剤 41.7 43.3 63.3 60.0
ジクワット・パラコート液剤 68.3 20.0 80.0 23.3
グルホシネートPナトリウム塩液剤 86.7 1.7 12.0 2.3
※7月までは全ての区でグリホサートカリウム塩液剤を散布
※8月以降の散布日は8月5日と9月15日

区名


